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Profile

幕内行司

Kimura Konosuke　50　地主町出身

　矢面に立つことを嫌い、裏で支える

ことを良しとする。「行司は力士の影。
汁
しる

粉
こ

の塩のような存在。力士を応援し

てほしい」と行司のありかたを静かに

語る。「この歳になって、かつて先輩た

ちが論じていたことが正しく理解でき

る。先人が築いたものを、正しく後輩
たちに伝えることも務め。病気、怪

け

我
が

なく無休で行司を勤め上げたい」と抱
負を話す。土俵の上に、張りのある声
が響くと、場内はこの日一番の歓声が

上がった。（関連記事25㌻）

日
々
是
好
日
を
モ
ッ
ト
ー
に

土
俵
の
上
で
平
常
心
を
貫
く

　今から34年前、木村晃之助さん（本名
小島俊明）は一冊の雑誌に出会う。内容
は行司の仕事ぶりを特集したもの。読
み終えた木村さんは、行司という仕事に

運命的なものを感じたのだという。
　「行司になりたい」。決意を胸に1981

年2月に上京。当時、一関に巡業で訪れ

たことのある九重親方（北の富士勝昭さ

ん）を頼りに、九重部屋へと入門した。
　力士同様、行司も各相撲部屋に所属す

る。行司の定員は45人。義務教育を終
えた満 19歳までの男子が採用の資格を

持つ。行司の役割は土俵で勝負を判定
するだけではない。土俵入りの先導、場
内放送、番付を書くなどに加え、巡業で

は交通機関や宿泊先の手配、部屋割りな

ども行う。伝統を重んじる角界は、嫌な

らば辞めろという厳しい世界。先輩た

ちの所作を見て学び、日
にち

々
にち

是
これ

好
こう

日
じつ

という

禅の言葉を胸に修業に明け暮れた。
　「行司として47都道府県を30周した。
全国どこでも、気負わず平常心で土俵に

立つよう心掛けた」と振り返る。
　81年3月に初土俵入り。94年8月に行
われた一関場所には書記として参加し

た。98年 1月に十両格に昇進。2008年 1

月には幕内格に昇進した。
　本年 8月、94年以来 21年ぶりの一関
場所。同級生たちが横断幕を作って凱

がい

旋
せん

を祝ってくれた。「持つべきものは

友」と照れ笑いを見せる。

1965年地主町生ま
れ。81年に上京。以
来34年間、行司を
務め続けてきた。
書を好み、文字や
言葉の意味につ
いて造詣が深い。
「日々是好日」は、
くよくよせず、毎
日をかけがえのな
い一日と素直に捉
えることが大切と
いう意味がある。
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ひとつ屋根の下特集

新市誕生から 10年。あれから と これから

　

暮
ら
し
い
や
す
い
地
域
を
つ

く
る
た
め
―
。
人
々
の
暮
ら
し

や
経
済
活
動
が
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
る
よ
う
、１
９
９
９
年

か
ら
全
国
で「
平
成
の
大
合
併
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
５
年
９
月
20
日
。一
関

市
は
、
１
市
４
町
２
村
の
合
併
に

よ
っ
て
、
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
お
よ
そ
６
年
後
の
11
年

９
月
26
日
に
は
、
藤
沢
町
と
合

併
。
人
口
、
面
積
と
も
県
内
２
位

の
自
治
体
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
05
年
の
新
市
誕
生

か
ら
10
年
の
節
目
で
す
。
独
自

の
歩
み
を
続
け
て
き
た
８
つ
の

地
域
は
、
一
関
と
い
う
、
ひ
と

つ
屋
根
の
下
で
家
族
の
よ
う
に

暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

互
い
を
支
え
、
一
歩
ず
つ
歩

ん
で
き
た
10
年
。
ま
ち
は
、
人

は
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
で

し
ょ
う
。

　

今
号
で
は
新
「
一
関
市
」
誕

生
か
ら
の
10
年
を
振
り
返
り
、

未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。（
特
集
11
ペ
ー
ジ
ま
で
）

　吉
きっ

川
かわ

研
けん

一
いち

さん(舞川・62)一家は８人家族。左から孫の朋
とも

ちゃん

(5)。妻の弘
ひろ

子
こ

さん(55)。研一さん。孫の慎
しん

之
の

助
すけ

君 (1)、夏
か

帆
ほ

ちゃん(7)、

瑚
こ

哲
てつ

君 (2)。長男の妻の愛
あい

さん(30)。長男の直
なお

樹
き

さん(34)。笑顔あ

ふれる毎日の秘けつは会話にあります。研一さんは「衝突すること

もある。しかし、話せば分かり合える。家族だからね」とニッコリ。

愛さんは「互いに助けあうことで、子育てや家事なども、安心して

できます」と話し、にぎやかな子供たちを見つめます。個性豊かな

8人がひとつ屋根の下で暮らす吉川家。今日も、笑い声が響きます。

新
「
一
関
市
」
の
誕
生
か
ら
10
年


